
                                           

 

 

 

 

 

 

第57回 卒業証書授与式 
 

 ３月１７日、春日小学校の第５７回 卒業証書授与式を行います。９１名の児童が巣立っ

ていきます。 

  ６年生が学校に登校する日は、あと１３日となりました。 

今年度もコロナウイルスに翻弄された一年でしたが、徐々に制限が緩和され、全員参加の

祭りもできました。そんな中、さすが高学年と思える場面がたくさんありました。入学式に

は残念ながら出席して迎えてあげることはできませんでしたが、毎日のお掃除を手伝いなが

ら、１年生が自分たちでやっていけるようサポートしてくれました。登校班では、班長・副

班長として、みんなの安全を守ってくれました。運動会では、今年度初めて演目・練習すべ

を自分たちでやり切り、しかれたレールの上を走るのではなく、企画運営しやり切る力を見

せつけてくれました。修学旅行では、天気にも恵まれ、規則正しい行動で思い出深いものと

なりました。「修学旅行報告会」では、全校児童に、広島で学んだことを基に平和の大切さ

を伝えてくれました。 

卒業する６年生のみなさん、これだけの事ができたあなたたちですから、胸を張って春日

小学校を巣立っていってほしいと思います。 

４月からは、中学生としての生活が始まります。新しいことにどんどんチャレンジして、

自分自身に磨きをかけていって下さい。 

 

◆最後の参観・懇談 たくさんのご来校ありがとうございました。 

 今年度最後の授業参観・学級懇談会には沢山の方にご来校いただき、有難うございました。  

参観では、体育館での学習発表、学級での小学校での思い出や感謝の気持ちのスピーチなど、様々

なかたちで行いました。（ブログにも掲載しております。ご覧ください。） 

 

◆来年度の学級数について 

 来年度の学級数は、現在のところ右上の表の予定です。 

  
 
 
 
 
 

新１年生の児童数は、現在７０名で２クラスの予定です。卒業する６年生は９１名です

ので、児童数は２１名減となり転出入等を含めると４８２名の予定です。 

学級数は１クラス減となります。 

保護者の皆様には転居予定調査、ご協力ありがとうございました。今後、５月までに、

急な転居（可能性がある場合も）がありましたら、すぐに学校までご連絡ください。また、

ご近所やお知り合いの方で本校への転入の可能性がある場合もご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 なかよし 

学級数 ２ ３ ３ ３ ３ ３ ９ 

３月の行事予定 

 

１日(水) 委員会（４～６年・６時間目） 心 

６日(月)  放課後勉強会 心  

７日(火) 諸費① 班長会（昼休み）  SC  

８日(水)  地区児童会・集団下校 心 

１０日(金)  SC  

１１日(土) ＰＴＡ行事（移動どうぶつ園）  

１３日(月) 放課後勉強会 心  

１４日(火) 卒業式リハーサル   SC  

  １５日(水) ６年生を送る会  

１６日(木) 卒業式前日準備（１～４・６年 13：20 下校）   SC  

  １７日(金) 第５７回 卒業証書授与式 

２０日(月) ４時間授業 心  

  ２２日(水) ４時間授業 

２３日(木) ４時間授業 給食終了 大掃除   

２４日(金)  修了式   SC  

令和４年度  学校だより 
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めざす児童像 

○よく考える子ども（考える） 

○思いやりのある子ども（つながる） 

○無限の可能性をのばす子ども（かがやく） 

 
第 13 号 令和５年２月２８日（火） 

 

心は心の相談室 

開室日 

SC はスクールカウン

セラー来校日 

をあらわしています。 



 

「令和４年度春日小学校コミュニティースクール運営協議会」 

について 

 

 保護者の学校教育自己診断（アンケート）の集計と分析や、全国学力・学習状況

調査の結果と分析、およびそこから方向性を導いた本年度の学校経営方針について

ご意見等をいただくことを目的として、春日小学校学校運営協議会（協議会委員５

名、校長、教頭）が２月２２日（水）に開催されました。協議会委員には、上記の

資料をもとに意見交換をおこなっていただきました。協議会で話し合った内容は次

のとおりです。（運動会に参加していただいた時のコメントも含みます） 

 

 

・地域の人たちと子どもたちとの関わり、地域人材の活用で、家庭科の裁縫のお

手伝いに来てもらった。担任１人では、なかなか手取り足取り教えられないと

ころ、地域の方に手伝っていただき、とても助かりました。 

 

・学期に１度の大掃除の日には、校区コミュニティの方にトイレ掃除を、PTA の

方には、子ども達の手の届かない高い所の拭き掃除をしていただいた。 

 

・コロナ禍が収まったら、家庭科のミシンのサポートやピアノ伴奏など、地域の

人材を生かしてサポートしたい。学校としても地域人材を活用したいので、何

に特色を持った人がいるのかの情報を知りたい。 

 

・高田地区では、放課後に集会所で子ども達の宿題をサポートするという取り組

みが始まった。世話人や中学生のボランティアが小学生の宿題を見てくれると

いうことで、学校としてもこういう取り組みはありがたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地域人材として、学校に協力してくれる人のグループラインを作ってはどう

か？こういうものがあれば気軽にスピーディーに協力を依頼できるのではな

いか。 

 

・運動会では、子どもが種目や競技内容を自分たちで考え、練習も自分たちで考

えて行ったというのを聞いてびっくりした。内容もとても良かった。 

  

  以上の評価内容をすべての教職員が共有し、次年度（令和５年度）の教育活動

の計画、実行へとつなげていきたいと考えています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


